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石岡市生活環境部水道課 

 

【水道水質検査計画とは】 

 水道水の水質検査は、水道水が水質基準に適合し、安全であることを保証す

るために不可欠であり、水道水の水質管理を行っていく上で重要なものです。 

 水道水質検査計画は、水道法に基づいて水質検査の適正と透明性を確保する

ため、水源からご家庭の給水栓に至るまでの、適正な水質管理を行うために、

水質検査項目及び検査回数を定めたものです。 

 石岡市は、毎事業年度の開始前に水道水質検査計画を策定し、公表するもの

です。 

 なお、今年度も継続して放射性物質検査を行っていきます。 

 



１ 目 的 

 八郷地区の皆様が安心して飲める水道水を供給するため、水道法第４条に基づく適切な水質検査を実

施し、安全な水道水を供給していることをご理解いただくため、水道水の水質検査計画を作成し、その

検査結果を公表するものです。 

 なお、平成２３年３月１１日の東日本大震災による福島第１原発の事故による放射性物質の対応につ

きましては、浄水場４か所（中央・山崎・園部・下林）において検出されたことがないため、3 カ月に

1 回の測定を行っております。 

 

２ 基本方針 

① 毎日検査 

 ・ 水道法施行規則第１５条第１項第１号イに基づき、「色及び濁り並びに消毒の残留効果」について

行います。 

・ 検査に供する水の採取の場所は給水栓を原則としています。 

・ 検査結果は、「色及び濁り」については色度及び濁度が水質基準値を超えていないか、「消毒の残

留結果」については水道法施行規則第１７条第３項に定める濃度を下回っていないかを、毎日確

認します。 

・ 検査結果の公表は、石岡市八郷水道事務所において閲覧できます。 

 

② 水質基準に関する検査 

・ 水道法施行規則第１５条第１項第１号ロに基づき、「水質基準」について行います。 

・ 検査に供する水の採取場所は給水栓を原則とします。 

・ 給水栓における採水の場所は、配水系統ごとに水道水が水質基準に適合するかどうかを判断する

ことができる場所を選定します。 

・ 検査回数は、過去３年間の検査結果を参考に定めます。 

・ 検査結果については、公表します。 

・ 水質基準に関する検査の見直しは、年度ごとに行います。 

 

３ 水道事業の概要 （令和４年度） 

・ 給水人口   ：２０，５２９人 

・ 給水件数   ： ７，４６５件 

・ 普及率    ：８５．９７％ 

・ 有収率    ：７５．６８％ 

・ 年間総配水量 ：２，５６４，８０４㎥ 

・ 有収水量   ：１，９４０，９４５㎥ 

 

 

 

 

 



 

４ 施設の概要 

 ア 中央系 

① 中央浄水場 

項  目 内  容 備  考 

所 在 地 石岡市柿岡６４８－２  

運転開始 昭和６３年  

浄水能力 ７，１３４㎥／日  

水  源 地下水 ４，２８０㎥／日 井戸９か所 

水  源 県 水 １，５００㎥／日 県西用水 

② 浄水方法 

 中央系取水場（井戸９箇所）で地下水を取水し、導水中継場（中継場３箇所）を経由して中央浄水

場に導水したのち、着水井に貯留する。次亜塩素による前塩素処理を実施し、懸濁物質の除去と、鉄・

マンガンの除去を目的とした急速ろ過池によりろ過処理過程を経た後、残留塩素調整のため次亜塩素

による後塩素処理を実施し浄水とする。 

 また県西用水は、残留塩素調整のため次亜塩素による後塩素処理を経て浄水とする。 

 

③ 中央系統別施設 

 浄水は中央浄水場内の配水池に貯留され、配水ポンプ直送方式により配水管から各給水区域へ配水

をしています。 

 山間部においては配水管網端部の各増圧送水ポンプにより各給水地区の配水池に送水され各配水

池により、それぞれ自然流下方式により給水を行っています。 

 

④ 配水池及び配水場 

施 設 名 所  在  地 配水池容量 

中央浄水場内配水池 石岡市柿岡６４８－２ ４，０４０㎥ 

大増配水場 石岡市大増１６９３－３ １１４㎥ 

太田低区配水場 石岡市太田８３７－１ ６７㎥ 

太田高区配水場 石岡市太田１５４４ ９４㎥ 

瓦会配水場 石岡市瓦谷２９５０－４６ ２６８㎥ 

小幡配水場 石岡市小幡１６１５－６０ １５０㎥ 

細谷配水場 石岡市細谷７２０－２ ３３０㎥ 

上曽低区配水場 石岡市小屋７１７－３ １７６㎥ 

上曽高区配水場 石岡市上曽２３９３－４ ６０㎥ 

十三塚配水場 石岡市小幡１９８６－１ ４０㎥ 

小桜配水場 石岡市弓弦７７６ １２４㎥ 

 

 

 



 イ 下林系 

① 下林浄水場 

項  目 内  容 備  考 

所 在 地 石岡市下林２０８６－１  

運転開始 平成７年  

浄水能力 １，３８０㎥／日  

水  源 地下水 １，７８０㎥／日 井戸２か所 

 

 

 ② 浄水方法  

  下林系取水場（井戸２箇所・新設７号井、戸の内１号井）で地下水を取水し、下林浄水場に導水し

た後着水井に貯留する。次亜塩素処理を実施したのち、懸濁物質の除去と、鉄・マンガンの除去を目

的とした急速ろ過器によりろ過処理を行い浄水します。 

 ③ 下林系統別施設 

  浄水は下林浄水場内の配水池に貯留され、配水ポンプ直送方式により配水管をから各給水区域へ配

水しています。 

 

 ④ 配水池 

施 設 名 所  在  地 配水池容量 

下林浄水場内配水池 石岡市下林２０８６－１ ４０９㎥ 

 

ウ 山崎系 

①  山崎浄水場 

項  目 内  容 備  考 

所 在 地 石岡市山崎３３４５  

運転開始 平成８年  

浄水能力 １，０００㎥／日  

水  源 地下水 １、０００㎥／日 井戸１か所 

 

 ② 浄水方法  

  山崎系取水場（井戸１箇所・新設８号井）で地下水を取水し、山崎浄水場に導水した後、着水井に

貯留する。次亜塩素処理を実施したのち、懸濁物質の除去と、鉄・マンガンの除去を目的とした急速

ろ過器によりろ過処理を行い浄水します。 

 

 ③ 山崎系統別施設 

  浄水は山崎浄水場内の配水池に貯留され、配水ポンプ直送方式により配水管から各給水区域へ配水

をしています。 

 

 ④ 配水池 



施 設 名 所  在  地 配水池容量 

山崎浄水場内配水池 石岡市山崎３３４５ ２３０㎥ 

 

エ 園部系 

①  園部浄水場 

項  目 内  容 備  考 

所 在 地 石岡市真家１６８０  

運転開始 昭和５８年  

浄水能力 １，３００㎥／日  

水  源 地下水 １，３００㎥／日 井戸２か所 

 

 ② 浄水方法  

  山崎系取水場（井戸２箇所・園部１号井・園部２号井）で地下水を取水し、園部浄水場に導水した

後、着水井に貯留する。次亜塩素処理を実施したのち、懸濁物質の除去と、鉄・マンガンの除去を目

的とした急速ろ過器によりろ過処理を行い浄水します。 

 

 ③ 園部系統別施設 

  浄水は園部浄水場から送水ポンプにより送水管で、園部配水池に貯留され、自然流下方式により配

水管で各給水区域へ配水しています。 

 

 ④ 配水場 

施 設 名 所  在  地 配水池容量 

園部配水池 石岡市真家１５１１－１ ５２０㎥ 

 

 ５ 水質管理状況 

①  原水 

   八郷地区の水源は県南西水道用水１，５００㎥／日及び地下水（１４箇所の井戸）より許可取水

量は８，３６０㎥／日取水し、ブレンドして使用しています。 

   地下水においては、深井戸より取水するため環境の影響は受けにくく、季節の変動も少なく安定

した水質です。 

 

 ② 処理過程 

   次亜塩素による前塩素処理を実施したのち、懸濁物質の除去と、鉄・マンガンの除去を目的とし

た急速ろ過池によりろ過処理過程を経た後、残留塩素調整のため次亜塩素による後塩素処理を実施

し浄水にします。 

   また、中央浄水場に受水した県南西水道用水は、残留塩素調整のため次亜塩素による後塩素処理

を経て浄水にします。 

 

６ 水質検査項目及び検査頻度 



ア 検査項目 

 ① 毎日検査 

   毎日検査は、「色及び濁り並びに消毒の残留効果」について行います。 

 

 ② 水質基準に関する検査 

   検査項目は、水質基準に関する省令で定めた「水質基準項目」全 51 項目について行います。 

 

 イ 検査頻度 

 ① 水質検査表（１）は、１日１回行います。 

 

 ② 水質基準に関する検査 

   検査の回数は、水道法施行規則第１５条第１項第３号に基づき定めています。 

  ・水質検査表（２）の項目は、各浄水場ごとに検査を行っています。各月の検査予定項目（回数）

は水質検査表（３）～（６）を参照のこと。 

（３）中央浄水場（４）山崎浄水場（５）下林浄水場（６）園部浄水場 

 ・原水（地下水）の、大腸菌、嫌気性芽胞菌の検査は、年４回行います。 

  ・原水（地下水）の、クリプトスポリジウム（指標菌）並びにジアルジアの検査は、上記の嫌気性芽胞菌、大腸

菌が検出された時に行います。 

  ・原水（表流水または地下水）は、年 1 回水質検査表（２）の№21～31、４8 を除いた 38 項目について年 1

回検査を行っています。 

 

７ 水質検査方法 

   水質検査は、毎日検査については委託検査を行っています。 

水質基準に関する検査において高度な測定技術および精密機器を要する項目については、民間の

水質検査機関へ委託しています。 

 

   水質基準項目の水質基準、検査方法等に関連した規定は、次のとおりです。 

 件     名 告 示 日 

水質基準 水質基準に関する省令 
平成 26 年 2 月 28 日 

厚生労働省令第 11号 

水質検査の頻度、採水場

所等 
水道法施行規則 

昭和 32 年 12 月 14 日 

厚生省令第 45号 

水道検査方法 
水質基準に関する省令の規定に基づき厚

生労働大臣が定める方法 

平成 26 年 3 月 31 日 

厚生労働省告示第 290 号 

水質管理目標設定項目の

留意事項、原水に係る水

質検査等 

水質基準に関する省令の制定及び水道法

施行規則の一部改正等並びに水道水質管

理における留意事項について 

平成 15 年 10 月 10 日 

健水発第 1010001 号 

残留塩素の検査方法 
水道法施行規則第 17 条第 2 項の規定に

基づき厚生労働大臣が定める遊離残留塩

平成 15 年 9 月 29 日 

厚生労働省告示第 318 号 



素及び結合残留塩素の検査方法 

クリプトスポリジウム等

の対策 

水道水中のクリプトスポリトジウム等対

策の実施について 

平成 19 年 3 月 30 日 

健水発第 0330005 号 

クリプトスポリジウム等

による汚染のおそれの判

断による 

水道法における指標菌及びクリプトスポ

リトジウム等の検査方法について 

平成 19 年 3 月 30 日 

健水発第 0330006 号 

 

８ 臨時の水質検査 

   下記のような水質異常が発生し、これらに対応した浄水処理を行うことができず、給水栓の水質

への影響が予想される場合は、必要に応じて水源、配水場、給水栓等から採水して当該の水質基準

項目について臨時の水質検査を行い、水道水の安全性を確認します。 

  ・水源の水質が著しく悪化したとき 

  ・水源に異常があったとき 

  ・水源付近、給水区域およびその周辺等において消化器系感染症が流行したとき 

  ・浄水過程に異常があったとき 

  ・配水管の大規模な工事、その他水道施設が著しく汚染されたおそれがあるとき 

  ・その他、特に必要があると認められるとき 

 

９ 採水場所 

 ア 毎日検査 

  ・毎日検査に供する水の採取の場所は、八郷地区４か所の給水栓で行っています。 

 場   所 住  所 浄水場系統 

１ 石岡市宮ヶ崎 石岡市宮ヶ崎 595 園部浄水場 

２ 石岡市戸ノ内 石岡市下林 1372 下林浄水場 

３ 石岡市東山崎 石岡市山崎 2603－1 山崎浄水場 

４ 石岡市弓弦 石岡市弓弦 88－4 中央浄水場 

 イ 水質基準に関する検査 

 場    所 浄水場系統 

１ 吉生公民館 中央浄水場 

２ 山崎構造改善センター 園部浄水場 

３ パセオパルケ内公園 山崎浄水場 

４ 林地区公民館 下林浄水場 

 

 

 

10 水質検査計画及び検査結果の公表 

 ホームページ 閲  覧 公表の時期 

水質検査計画 ○ ○ 4 月 

検査結果 ○ ○ 毎月 



     ※閲覧場所：石岡市八郷水道事務所 

      ※閲覧場所：臨時の水質検査の結果は、必要に応じて公表します。 

 

11 関係機関との連携 

 水道水が原因で健康被害が発生した場合には、茨城県保健福祉部生活衛生課、同土浦保健所、石岡

市生活環境部と連携し、速やかに被害状況の把握に努めます。 


